
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 山鹿市学校事務センター目標 

３ 構成校および構成員 

４ 令和４年度職員・業務担当構成 

３ ４ 

 

校務改革の実現にむけて 

チャレンジ 
＆チェンジ 

~Challenge & Change~ 

Challenge & Change~ 

 

   ２ 取り組む課題 

 

教職員の「子どもと向き合う時間」の確保

「 ＊提出物の簡略化（デジタル化）の推進 

＊負担軽減を実感してもらえる 
「教員支援」の創出 

２ 

 

 

令和４年度のメンバー１９名です♪ 



 

 

 

(１) １年目のとりくみ (平成 28 年度) 

 構成校は山鹿中・米野岳中校区の小学校８校・中学校２校  

構成員１２名でスタート 

・毎週木曜日   午後２：００から午後４：３０まで 

 第３木曜日のみ 午前９：００から午後４：３０まで 

・事務の効率化実現のため、「ミスを減らす」をセンターの目標 

と定め、業務のマニュアル化を図る 

・スタート時のおもな業務内容は以下のとおり 

県費グループ（主に県費関係を担当） 

① 旅行命令書の入力およびチェック 

② 部活動手当の入力およびチェック 

総務グループ（主に市費関係を担当） 

① 市費予算伝票一括処理 

② 就学援助費・就学奨励費支給事務 

③ 備品整理と管理（備品の共同見積もり） 

④ 大会行事のバス借り上げ 

⑤ 事務センターだよりの発行 

・９月にファイルサーバが設置されるまでは、チェック業務のみ  

・１０月から旅行命令書、市費予算伝票の入力を開始する 

・復命書の簡略化について教育委員会と協議し、簡略化した様式 

に改良し統一される 

・山鹿市の教育論文に応募し努力賞を受賞する 高い評価を得る 

 

 

(２) ２年目のとりくみ  (平成 29 年度) 

米野岳中校区の小学校４校が１校に統合される  

構成校は小学校５校 中学校２校 構成員は１１名 

・総務グループの業務に教科書事務を追加 

・昨年に引き続き教育論文にまとめる 

 

(３) ３年目のとりくみ  (平成 30 年度) 

構成校は小学校５校、中学校２校 構成員は１０名 

・部活動実績簿の入力を教員自らが入力するソフトを開発し、教員の

負担を軽減するとともに県費班員の負担も軽減する 

・学校徴収金業務をセンターで行うための環境作りに着手 

・３月に山鹿市教育委員会より「山鹿市小中学校学校徴収金取扱規程

（案）」「山鹿市小中学校学校徴収金運用細則（案）」が発出される 

 

５ 

(４) ４年目のとりくみ  (令和元年度) 

 山鹿市北部共同実施校４校が統合される 

構成校は小学校８校 中学校３校 構成員は１５名 

・校務改革推進グループを新設 おもな業務は 

① 学校徴収金事務（モデル校２校を指定） 

  ② 教科書事務（市費班から移行） 

③ 作品募集要項作成 

④ 公文書受付（効率化を図る） 

・総務グループの名称を市費グループと改称 

・山鹿市のＩＣＴ担当者の協力を得て学校徴収金のソフトを開発 

 ・学校徴収金のモデル校であるめのだけ小と米野岳中が合同で教育論

文にまとめる  

 

(５) ５年目のとりくみ  (令和 2 年度) 

東部共同実施校４校の統合で、山鹿市内の小中学校がひとつに 

構成校は小学校１０校 中学校５校 構成員は１９名 

・事務センターの引っ越し 

・月１回の終日業務日が月に２回になる 

（山鹿市事務研、教育会の研修を午後から行う） 

・４月に山鹿市教育委員会より「山鹿市学校徴収金管理規定」ならび 

に「山鹿市学校徴収金取扱運用細則」が制定される 

・昨年度まで現金徴収の９校が、今年度は口座振替を開始した 

（山鹿市内すべての学校が口座振替になった） 

・学校徴収金のチェック業務を行う（１５校中９校） 

・文書受付効率化の実現に向けて教育委員会と連携を深める 

 

(６) ６年目のとりくみ  (令和 3 年度) 

県費グループと総務グループ（市費、校務改革推進班を統合）の２つ

に改編 

 ・就学援助費、就学奨励費の保護者への口座振込の実現 

 ・担当制（２人交代）による文書受付業務の効率化 

・学校徴収金のチェック業務を行う（１５校中１１校） 

・公会計化について教育委員会と協議する 

 

(７) 今後のとりくみと課題  (令和 4 年度) 

・学校徴収金業務での未納問題 

・児童手当充当実現に向け、市の担当者と協議する 

・終日業務日には教育委員会の各担当者とともに研修を行う。センタ 

ーの担当者が窓口となり、直接質疑応答ができる機会を設定し連携 

を図る 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
所在地   熊本県山鹿市山鹿４ ４ ６  

電話番号  ０ ９ ６ ８ －４ １ －８ ２ ０ ５  

Ｆ ａ ｘ    ０ ９ ６ ８ －４ １ －８ ２ ０ ６  

 

５ ６年間のあゆみと今後の課題 


